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総合計画： １（市民自治社会創造）－１－１ 

継 続 
自治基本条例研究事業 

平成２４年度事業費 

３，４００千円

「市民が主役のまちづくり（自治基本）条例」をつくります。 

 

「新城市自治基本条例検討会議」から答申さ

れた「市民が主役のまちづくり（自治基本）条

例（案）」に定めている「市民総会」を開催し、

その可能性についてさぐります。 

                条例成立後は、市民に周知するため、各地

区・各種団体で説明会を開催します。 

 

 

 

平成 2４年度の内容 

・プレ市民総会、シンポジウム開催 ６月下旬ごろ 

・各地区・各種団体説明会の開催 ２０回 

 

これからの条例制定までのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な経費 

プレ市民総会、シンポジウム開催経費 ３，０００千円

サポーター報償費 ４００千円

財源 

 

担当課 総合政策部  電話 ０５３６－２３－７６７３     

メールアドレス seisaku@city.shinshiro.lg.jp 

その他（助成金） ３，０００千円

みんなのまちづくり基金 ４００千円
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総合計画： １（市民自治社会創造）－１－１ 

継 続 
地域自治区調査研究事業 

平成２４年度事業費 

２，１５０千円

地域自治区の設置に向けた調査・研究を行います。 

 身近な地域課題を地域自ら考え、地域の創意を結集

して課題の解決に取り組むことや、行政の意思決定過

程に地域の住民の意思を反映させるため、地方自治法

に基づく「地域自治区」の設置に向けた地域内分権の

あり方を調査・推進します。 

本年度は、市民の方による各地区の状況を踏まえた

制度設計のための検討会議を行うと共に、シンポジウ

ムや、地域座談会等を通じて、市民の皆さんからご意見を伺いながら、新城市にふさ

わしい地域自治区のあり方について検討を進めます。 

 

 

主な経費 

シンポジウム開催費 ２４０千円

啓発、普及経費 ４００千円

設立準備委員報償費 １，５１０千円

財源 

みんなのまちづくり基金繰入金 ２，１５０千円

 

担当課 企画部 企画課  電話 ０５３６－２３－７６２０ 

メールアドレス kikaku@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ２（自立創造）－１－１ 

新 規 
観光施設等整備事業 

平成２４年度事業費 

３７，６８０千円

観光地のトイレの施設等をつくります。 

   

観光地のイメージアップや来訪者の利便

向上を図るため、平成２３年度に駐車場整備

した鳳来寺山表参道入口（笠川駐車場）など

に公衆トイレを新築します。また、観光看板

の調査結果に基づき、観光案内看板の整備や

新城地区笠岩橋橋梁改修計画策定、作手地区

の竜頭山登山道整備も併せて行います。 

 

 

主な経費 

委託料（設計監理・観光案内看板作成委託等） １０，４４６千円

公衆便所新築工事等 ２５，３１９千円

補助金 １，９１５千円

財源 

県補助金 １６，０００千円

市債 １０，２００千円

市の税金等負担分 １１，４８０千円

 

担当課 産業・立地部 観光課  電話 ０５３６－３２－０５１６ 

メールアドレス hri-kankou@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ２（自立創造）－１－１ 

継 続 
道の駅整備事業 

平成２４年度事業費 

８０，０００千円

「道の駅」の整備を進めます。 

 平成２６年度開通予定の新東名高速道路新城インターチェンジ（仮称）と結節する 

八束穂地内の国道１５１号新城バイパス交差点付近に、市内で 3 箇所目となる「道の

駅」の整備を進めています。 

 平成２４年度は、「道の駅」の経営、運営等の基本方針を確立するとともに、この

基本方針に基づき建築詳細設計および駐車場設計を行い、工事では敷地造成工事を行

います。 

 災害時対応機能も併せて検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な経費 

運営計画総合プロデュース経費 ２１，０００千円

建築詳細設計・駐車場設計業務経費 ２０，２５０千円

敷地造成工事 ３１，３５０千円

水道加入金・水道布設工事負担金 ７，３５４千円

その他事務経費 ４６千円

財源 

国庫補助金 ２２，０００千円

市債 ２６，８００千円

市の税金等負担分 ３１，２００千円

 

担当課 建設部都市計画課  電話 ０５３６－２３－７６４０ 

メールアドレス toshi@city.shinshiro.lg.jp 

新城 IC(仮称) 
ランプウエイ 

新東名高速道路 
新城 IC(仮称) 

ＪＲ飯田線

至名古屋 

 
道の駅計画地 

至東京 

国道 151 号 

至豊川 

至東栄 
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総合計画： ２（自立創造）－ ２ － １ 

新 規 
森の未来づくり事業（森林 GIS 導入）

平成２４年度事業費 

９，２６０千円

 

新城市森林ＧＩＳを導入します。 

  

 

市域の８割余りを占める森林は、国や県の補助

金を利用するなどして、整備を進めていますが、

４１，６６１ha に及ぶ広大な森林の現状を把

握するのは難しく、現状に合った整備を実施し

ていくうえで大きな障壁となっています。 

そのため、森林に関する様々な図面、空から

の写真データ、文字・数値データを一元的に管

理し、分析・処理することが出来る新城市森林

ＧＩＳ（Geographic information system）

を導入し、市域の森林を的確に把握し、今後の

森林整備の計画策定やその推進に反映させて

いきたいと考えています。 

 

 

 

 ＧＩＳとは？ 

  電子媒体の地図に地域の情報を融合させ、それを様々に活用していくシステムのこ

とです。 

 

 

 

 

ＧＩＳを使ってできること。 

・山の空中写真と森林施業図などを同時に表示し、そこに所有者情報、樹種、林齢な

どの森林情報も表示することで、一目で山の様々な情報を把握することが出来ます。 

 

・森林の属性、林相、林齢など様々な条件ごとに色分けなどして表示し、広範囲の森

林の実情を一目で把握分析することが出来ます。 

続く→ 

 

ＧＩＳの一例 
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・施業の履歴情報、ＧＰＳにより現場から習得してきた位置情報、災害の情報などを

入力し、蓄積することで実際の状況に近い山の状況を常に把握することができます。 

 

 など、他にもたくさんあります。 

 

 

 

 

ＧＩＳの導入で改善される事務は 

・様々な森林情報を蓄積し、それらを一元管理、利用することで、山に関する市民の

方からの問い合わせに、スムーズに対応することができます。 

 

・現地へ行く際の基礎資料の作成が大幅に効率化され、空中写真と図面が重ねられる

ため、現場位置の確認も容易になり現場作業がスピードアップできます。 

 

・山林の状況、手入れの履歴、などの情報を分析することにより、実情に合った整備

計画を策定することが出来ます。 

 

・視覚的、空間的に山林の状況を把握することで、課題の発見やその共通認識、解決

のための戦略形成がしやすくなります。 

 

 など様々な改善のためのツールとして利用が期待できます。 

 

 

 

主な経費 

森林ＧＩＳ導入委託経費 ９，２６０千円

 

財源 

市の税金等負担分 ９，２６０千円

 

担当課 産業・立地部 森林課  電話 ０５３６－３２－１９７５ 

メールアドレス ringyou@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ２（自立創造）－ ２ － １ 

新 規 森の未来づくり事業 

（マネジメントアドバイザー導入） 

平成２４年度事業費 

５，７５１千円

 

 森林・林業をとりまく数々の課題を解決するため、森林マネジメント 
のためのアドバイザー委託事業を実施します。 
 

新城市の森林・林業を再生していくためには、森林や地元林業の現状を把握し、そ

の情報を整理し、効果的な施策を企画、

計画し、実施していく森林・林業のマネ

ジメントを行うことが必要です。 

そのため森林ＧＩＳで把握した森林に、

アドバイザーによる的確な施策を施して

いくことを目的として、この事業を行い

ます。 

 

事業の内容は、森林・林業についての

知識、経済情勢についての知識、及び企

画、立案力など幅広い知識を活かす能力を持った外部のアドバイザーに、マネジメン

トをするために必要な視点や方法、効果的な施策の実施方法などについて助言しても

らい、森林課の仕事のうち、行政分野とは違った専門的な部分をフォローしてもらい

ます。 

 

 

 

 

 

＜調査、研究の場合＞ 

  市場調査のノウハウなどを活かし、森林・林業マネジメントに必要な調査の切り口をア

ドバイスしてもらうことで、効果的な調査及び分析を行い、その結果を事業実施に活かし

ていく。 

 

＜制度設計の場合＞ 

  国、県などが行う既存の森林整備支援制度を補完する市独自の制度はどのようなものが

考えられるか、行政の視点以外の視点と豊富な知識、情報からの意見を制度の設計段階に

おいてアドバイスしてもらい、公平で使いやすい制度を設計する。 

 

 

例えば 
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＜市内の木材生産業振興策の場合＞ 

  この地域の木材生産業者の事業状況を調査分析し、現在の経済状況の中での生き残り策、

振興策の検討に参加してもらい経済的視点からのアドバイス等をしてもらう。 

 

＜健全な森林管理体制の構築の場合＞ 

  森林整備の方法、木材生産、利用、流通、販売まで一貫した森林管理の流れをコーディ

ネートしてもらう。 

 

＜健全な森林づくりを担う地域づくりの場合＞ 

  集約化や森林整備に理解のある地域づくりのための活動において、アドバイスをもらう。 

 

 

主な経費 

マネジメントアドバイザー関連経費 ５，７５１千円

 

財源 

市の税金等負担分 ５，７５１千円

 

担当課 産業・立地部 森林課  電話 ０５３６－３２－１９７５ 

メールアドレス ringyou@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ２（ 自立創造 ）－２－２ 

継 続 
有害鳥獣対策事業 

平成２４年度事業費 

１８，５４７千円

有害鳥獣から住環境を守るための支援します。 

有害鳥獣の捕獲等を猟友会へ委託するとともに、捕獲報償費の交付により計画捕獲  

数の達成を見込み、農林水産物への被害減少を図っています。 

また、住環境を守るため、自ら整備する被

害防止施設（電気柵、サル防除ネット等）に

ついて購入補助を行い、被害の減少を図りま

す。補助額は、事業費の１/２以内、上限 3

万 5 千円です。 

新規事業として、「新城市鳥獣被害対策実施

隊」を設置します。実施隊員は銃猟免許所持

者として対象鳥獣の捕獲等を適性かつ効果

的に行うことができる者を市長が指名、任命

することにより、鳥獣による被害対策に対する即応体制を整えます。 

   

主な経費 

鳥獣被害対策実施隊員報酬 １，８４８千円

猿・猪・鹿捕獲報償費 ５，５６０千円

有害鳥獣捕獲等委託 ２，７３７千円

有害鳥獣防除事業補助金 ７，０００千円

その他事務費経費 １，４０２千円

財源 

県補助金 ３，３６３千円

市の税金等負担分 １５，１８４千円

 

担当課 産業・立地部 農業課 鳥獣害対策室 電話 ０５３６－２３－７６７２ 

メールアドレス choujyuu@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ２（ 自立創造 ）－２－２ 

新 規 
奨励農産物推進事業 

平成２４年度事業費 

３，３１４千円

新たな農産物生産などを支援します。 

 

新城茶の PR と新城の農産物を利用した

加工品の開発をします。 

  新城茶の PR は道の駅（三河三石、つ

くで手作り村）に訪れたお客様に急須での

おもてなしをし、新城茶を広める機会を作

ります。 

   農産物加工品開発は、新東名の新城 IC

出口付近に建設予定の道の駅での商品充 

  実を図るため、お茶をはじめ新城市で取れた農産物を利用して新たな加工品の開

発を進めます。 

   また、２３年度に引き続き菌床購入に対して、経費の一部を愛知東農業協同組

合と共同で補助します。１菌床あたり市１５円農協１５円計３０円補助します。 

 

主な経費 

奨励農産物推進補助金 １，９５０千円

新城茶 PR・農産物加工品開発委託 １，２００千円

その他事務経費 １６４千円

財源 

市の税金等負担分 ３，３１４千円

 

担当課 産業・立地部 農業課  電話 ０５３６－２３－７６３２ 

メールアドレス noushin@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ２（自立創造）－２－３ 

継 続 
企業用地等開発推進事業 

平成２４年度事業費 

９，２６０千円

インター周辺への企業を誘致するための用地開発を推進します。 

 新城インターチェンジ周辺企業用地開発事業

の地権者及び地元に対し事業が円滑に進められ

るよう理解を求めると共に、計画事業地に対し

立地企業を模索すべく誘致活動を進めます。 

 開発計画に伴う地区計画策定の手続きを行う

とともに、計画区域内における環境影響調査を

実施して現況の把握と、必要に応じ対策を検討

します。 

 

主な経費 

新城IC周辺企業立地に伴う環境影響調査業務委託料及び

その他事務経費 
９，２６０千円

財源 

市の税金等負担分 ９，２６０千円

 

担当課 産業･立地部 開発室  電話 ０５３６－２３－７６０８ 

メールアドレス kaihatsu@shinshiro.lg.jp 

 

 

 

 

 

【注】 

・「主な経費」の合計＝「財源」の合計 

・「主な経費」及び「財源」の額は、全角数字 

・１事業につき、Ａ４で１枚程度 
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総合計画： ２（自立創造）－３－１  

継 続 
インター周辺の道路整備 

平成２４年度事業費 

２２１，６２０千円

道路の新設改良を行ないます。 

  新東名高速道路新城インター（仮称）開設と、一般国道１５１号バイパスの４車

線化に対応して、市道の新設改良を進めています。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    （対象路線）八束穂県社線 

                          八束穂県社線（Ⅱ工区） 

                          細ツブラ花ガラ線 

                          八束穂１号線 

                          八束穂３号線 

 

主な経費 

道路整備事業費 ２２１，６２０千円

財源 

国庫補助金 ８７，９５０千円

県補助金 ４３，７００千円

市債 ７２，８００千円

市の税金等負担分 １７，１７０千円

担当課 建設部 土木課  電話 ０５３６－２３－７６３８     

メールアドレス doboku@city.shinshiro.lg.jp 

ＪＲ飯田線 

新城 I.C(仮称) 

新城 I.C ランプ 

新東名高速道路

市
道
南
田 

市
ノ
沢
線 

国道 151 号 

市道大海線

市道八束穂県社線 
(Ⅱ工区)

諏訪神社 

至 東京

至 名古屋

市道八束穂 1 号線  

新東名高速道路 新城インター(仮称) 付近の鳥瞰図 
中日本高速道路㈱提供 
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総合計画： ２（自立創造）３－２ 

新 規 
住生活基本計画策定事業 

平成２４年度事業費 

４，９２６千円

市の住宅施策を策定するための現況調査を行います。 

 住生活基本法に基づき、公営住宅の整備や市が行う今後の住宅施策の根幹を定める 

ために新城市住生活基本計画(住宅マスタープラン)を策定します。 

 平成２４年度は、計画策定に向けて、住

宅施策に関するアンケートなどの現況調査

を行い、市民の皆さんからの意見の把握を

行います。 

 

 

 

 

 

 

主な経費 

委託料（住生活基本計画策定現況調査業務） ４，５００千円

策定委員報酬・費用弁償 ４２６千円

財源 

国庫補助金 ２，２５０千円

住宅使用料 ２，２５０千円

市の税金等負担分 ４２６千円

 

担当課 建設部 都市計画課  電話 ０５３６－２３－７６４０     

メールアドレス toshi-kukaku@city.shinshiro.lg.jp  
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総合計画： ２（自立創造）３－２－５ 

継 続 
芳ケ入住宅建替事業 

平成２４年度事業費 

１８，９３０千円

芳ケ入住宅建替のための実施設計を行います。 

 老朽化した木造の市営芳ケ入住宅

（昭和４７年～４９年築）を近接する

場所に建て替えます。 

  

 

【施設の概要】 

○構造  

鉄筋コンクリート造 

 ４階建２４戸予定 

 

○スケジュール 

 ２３年度  用地測量、基本設計 

 ２４年度  実施設計 

 ２５年度  敷地造成、建築 

 ２６年度  駐車場整備、建築 

 ２７年度  入居及び旧住宅撤去 

 

 

 

 

主な経費 

建替住宅建築実施設計等 １８，９３０千円

財源 

国庫補助金 ９，４６５千円

市債 ９，４００千円

市の税金等負担分 ６５千円

 

担当課 建設部 都市計画課  電話 ０５３６－２３－７６４０     

メールアドレス toshi-kukaku@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ２（自立創造）－４－２ 

拡 充 
｢新城ハートフルスタッフ｣活用事業 

平成２４年度事業費 

１０，０００千円

児童生徒の学校生活を支援していきます。 

校内における発達障害の児童生徒、不登校傾向の児童生徒、日本語教育を必要とす

る外国人児童生徒など、特別な支援を必要とする児童生徒の学習支援など、県費負担

職員が十分な指導を行えない部分をハートフルスタッフ相談員が補助する事業です。 

 

 

 

主な経費 

相談員の賃金，報償費 １０，０００千円

財源 

市の税金等負担分 １０，０００千円

 

担当課 教育部 学校教育課  電話 ０５３６－２３－７６５２ 

メールアドレス shinky-3@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ２（自立創造）－４－２ 

継 続 
山吉田地区新設小学校建設事業 

平成２４年度事業費 

４４３，８２１千円

統合により新設の小学校を建設します。 

山吉田小学校は、耐震診断の結果、校舎・体育館

の耐震化に併せ、黄柳野小学校と統合して旧山吉

田中学校の跡地に、２５年４月の開校を目指し新

設の小学校を建設します。 

 ２４年度は、校舎・屋内運動場の２４年分工事

とプール・外構工事をおこないます。 

 

 

主な経費 

新設小学校建設 ４３７，２７２千円

その他経費 ６，５４９千円

財源 

国庫補助金 ８５，３８７千円

市債 ３３４，２００千円

市の税金等負担分 ２４，２３４千円

 

 

 

担当課 教育部 教育総務課  電話 ０５３６－２３－７６５１    

メールアドレス shinky@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ２（自立創造）－４－３ 

新 規 
県民茶会開催支援事業 

平成２４年度事業費 

２，０００千円

愛知県民茶会の開催を支援します。 

       

                     新城市文化協会による愛知県民茶会

の開催を支援し、市民に茶の湯文化を楽

しんでもらい、茶の湯文化の普及を図り

ます。 

 

 

                     開催日 １０月２１日（日） 

                     会 場 新城文化会館 

                         新城中学校体育館 

 

 

 

 

主な経費 

県民茶会補助金 ２，０００千円

財源 

市の税金等負担分 ２，０００千円

 

担当課 教育部 文化課  電話 ０５３６－２３－７６５５ 

メールアドレス bunka@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－１－２ 

拡 充 
予防接種事業 

平成２４年度事業費 

１３１，２９６千円

ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん各ワクチン予防接種の助成をします。 

 

 乳幼児を対象に三種混合・ポリオ・MR・BCG

日本脳炎などの予防接種を、小学６年生を対象に

二種混合を、中学１年生・高校３年生相当の年齢

の方を対象に MR の予防接種を行っています。 

 また、乳幼児を対象にヒブ・肺炎球菌ワクチン、

中学１年生および平成２３年度未接種者を対象

に子宮頸がんワクチンの各予防接種事業を実施

します。 

高齢者インフルエンザ予防接種も行っていますので、希望される方は流行する冬

以前に受けることをお勧めします。 

新たに、７０歳以上の方を対象に、肺炎球菌ワクチンの予防接種費用の一部助成

を実施します。 

 

 

主な経費 

予防接種等委託、予防接種助成 １１５，６９１千円

医薬材料費（集団予防接種ワクチン購入費） ９，２７６千円

その他事務経費 ６，３２９千円

財源 

国庫補助金 ２５，９４８千円

県補助金 １，６５０千円

市の税金等負担分 １０３，６９８千円

 

担当課 健康医療部 健康課  電話 ０５３６－２３－８５５１ 

メールアドレス hoken@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－２－１ 

新 規 
ブックスタート事業 

平成２４年度事業費 

２４９千円

乳幼児への「読み聞かせ」の大切さを周知します。 

次世代を担う子どもたちの心の健やかな成長のため、保健センターで実施する

「４ヶ月児健診」の際に、子育てネットワーカーのみなさんにより、お母さんたち

に「読み聞かせ」の大切さを説明し、絵本の読み聞かせを行います。 

家庭での「読み聞かせ」のきっかけとして、お気に入りの本を１冊プレゼントしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な経費 

報償費 ５１千円

需用費（絵本購入費） １９８千円

財源 

市の税金等負担分 ２４９千円

 

担当課 教育部 生涯学習課  電話 ０５３６－２３－７６５４ 

メールアドレス shougaigakushu@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－２－１ 

拡 充 
放課後児童対策事業 

平成２４年度事業費 

３６，９６３千円

放課後児童の安全を確保し、適切な遊び、生活の場を提供します。 

 放課後、学校から帰宅しても家に保護者等がいない

児童（小学校 1 年生から３年生まで）を対象に、１３

ヶ所の児童クラブを開設し、遊びや自主学習を中心と

した活動を通して、児童の健全育成と安全確保に努め

ます。 

 平成２４年度から舟着小学校区と東陽小学校区で新

たに児童クラブを開設します。 

 

 

  実施場所 

児童クラブ名 場  所 児童クラブ名 場  所 

新城児童クラブ 新城小学校 庭野児童クラブ 庭野公民館 

中央児童クラブ 中央保育園 鳳来中部児童クラブ 鳳来中部小学校 

千郷東保育園 作手児童クラブ 作手保育園 

ちさと館 千郷児童クラブ 

千郷中学校 

舟着児童クラブ 

(平成２４年度開設予定) 
鳥原児童館 

東郷西児童クラブ 東郷西小学校 

東郷東児童クラブ 東郷東小学校 

東陽児童クラブ 

(平成２４年度開設予定) 
東陽小学校 

八名児童クラブ 老人ﾎｰﾑ寿楽荘  

 

主な経費 

人件費 ３０，９３５千円

その他事務経費 ６，０２８千円

財源 

保護者負担金 １６，２８２千円

県補助金 ２，６９８千円

市の税金等負担分 １７，９８３千円

 

担当課 市民福祉部 児童課  電話 ０５３６－２３－７６２２ 

メールアドレス jidou@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－２－１ 

継 続 
新城版こども園推進事業 

平成２４年度事業費 

１５，９８８千円

   すべての子どもに保育（就学前教育・養育）を！ 
「新城版こども園」をつくります。    

 私たちのまちが「住みたいまち・安

心して生活できるまち」であるために

は、地域社会全体で新城市の未来を担

う子どもを育てることが必要です。市

内の幼稚園・保育園を子育て支援の地

域拠点となる「新城版こども園」に移

行するため、こども未来課（仮称）を

新たに設置し、平成 25 年 4 月開設

の準備を進めます。 

 

平成 24 年度の内容 

・八名幼稚園乳幼児室改修工事及び幼稚園調理室空調設備設置工事 

・こども園しおり作成（子育て家庭全戸配布）及び保護者説明会 

・関連条例等整備及び職員研修 

 

新城版こども園制度の主なポイント 

【3 歳以上児】希望者全員の入園と保育料の見直し 

【3 歳未満児】必要とする子どもに必要な質と量の保育の提供 

【接続期】  新城だからできるこども園と小学校の連携 

【学童期】  小学校 6 年生までの放課後対策の充実と地域参加の推進 

【在宅育児】 個別家庭支援の導入 

 

主な経費 

職員研修、こども園しおり作成等移行準備経費 １，２８８千円

幼稚園施設整備、改修（工事監理含む） １４，７００千円

財源 

市の税金等負担分 １５，９８８千円

 

担当課 総合政策部  電話 ０５３６－２３－７６７３ 

メールアドレス seisaku@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－２－２ 

拡 充 
精神障害者医療費助成事業 

平成２４年度事業費 

３２，７１８千円

精神障害者保健福祉手帳１級・２級を所持している方の 

医療費の助成範囲を拡大します。 
 

   精神障害者のうち、次に該当する方の保険が適用される診療の自己負担分を 

 助成します。 

 

・精神疾患通院  ：障害者自立支援法の規定による精神疾患通院医療に係る支給

認定を受けている方。 

・精神疾患入院  ：精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行令の規定によ

る精神障害者保健福祉手帳の３級以上の方。（ただし、３級

については、自己負担分の１/２を助成） 

・精神疾患以外の ：精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行令の規定に 

医療にかかる   よる精神障害者保健福祉手帳の１級、２級の方。（自己負担 

通院・入院    分の１/２を助成）  

 

 

主な経費 

精神障害者医療費 ３２，３３１千円

その他事務経費 ３８７千円

財源 

県補助金  ８，７６５千円

市の税金等負担分 ２３，９５３千円

 

担当課 市民福祉部 市民保険課  電話 ０５３６－２３－７６２５ 

メールアドレス shimin@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－３－１ 

継 続 
庁舎建設事業 

平成２４年度事業費 

３４８，７２８千円

新庁舎の設計と用地取得を行います。 

平成２４年３月に策定する基本計画を基に、「基

本設計」を行い、建物の配置や具体的な空間の構成、

デザインなどをまとめます。また、市民ワークショ

ップや地区説明会などを通して市民の意見を基本設

計に生かします。 

基本設計完了後、建設工事の実施に必要な詳細図

面の作成や工事費の積算をするため、平成２４、２

５年度の２ヵ年にかけて「実施設計」を行います。 

また、並行して建設用地の買収を行っていきます。 

 

継続費の年度別事業費内訳 

（基本計画・基本設計） 

 継続費の年度別事業費内訳 

（実施設計） 

年度 事業費（千円）  年度 事業費（千円）

平成２３年度 ２，８３５  平成２４年度 １３，７０３

平成２４年度 ２８，６６５  平成２５年度 ５０，２４３

総額 ３１，５００  総額 ６３，９４６

 

主な経費 

基本計画・基本設計（２３、２４年度継続費 ２４年度分） ２８，６６５千円

実施設計（２４、２５年度継続費 ２４年度分） １３，７０３千円

基本計画概要書等印刷 

・新庁舎完成イメージ動画作成業務委託料 
１，７１３千円

用地買収経費 ３０３，２７７千円

その他事務経費 １，３７０千円

財源 

庁舎建設基金繰入金 ４８，７２８千円

市の税金等負担分 ３００，０００千円

 

担当課 総務部行政課契約検査室  電話 ０５３６－２３－７６１４ 

メールアドレス zaisei-kanzai@city.shinshiro.lg.jp 

建設部土木課 電話 ０５３６－２３－７６３８ 

メールアドレス doboku@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－３－１ 

拡 充 
防災資機材等整備事業 

平成２４年度事業費 

７，０７４千円

災害に強いまちづくりを進めます。 

 大地震、風水害等の災害に対応するため、応急対策に必要な資機材の整備や飲料 

水・食糧等の計画的な備蓄を行います。 

 

                   平成２３年度実績 

                   災害用パック毛布５００枚 

                   非常食（アルファ米）６，９００食 

                   非常食（クラッカー）１，１９０食 

                   保存用飲料水（２リットル）１，２６０本 

 

                   平成２４年度計画 

                   災害用パック毛布５００枚 

                   非常食（アルファ米）６，４５０食 

                   非常食（クラッカー）１，６１０食 

                   非常食（缶入りパン）８８８食 

                   保存用飲料水（２リットル）１，２５０本 

                   ワンタッチテント５基 

 

主な経費 

災害用パック毛布購入費 ２，９９３千円

非常食・保存用飲料水購入費 ２，８３１千円

ワンタッチテント購入費 １，２５０千円

財源 

県補助金 ４１６千円

市の税金等負担分 ６，６５８千円

 

担当課 消防本部 防災対策課  電話 ０５３６－２２－４８０４ 

メールアドレス bosai@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－３－１ 

拡 充 
孤立可能性集落対策事業 

平成２４年度事業費 

９，０００千円

災害に強いまちづくりを進めます。 

 

                    災害時に孤立するおそれのある集落内 

に、ヘリポートを計画的に整備します。 

本年度も、昨年に続き１箇所の予定で 

ヘリポートと進入路の整備を行います。 

また、災害時に孤立の恐れのある集落 

を含む自主防災会が実施する防災資機材 

の整備に対する補助を行います。 

 

 

 

平成２３年度実績 

・ヘリポート整備 1 箇所（海老山中地区【鳳来】） 

・防災行政無線移動系無線機整備 3 箇所 

 

平成２４年度計画 

・ヘリポート整備予定 1 箇所（布里地区【鳳来】） 

・孤立可能性集落資機材整備（補助対象予定数５地区） 

  対象となる防災資機材（発電機、投光機、防水シート等） 

 

 

主な経費 

孤立可能性集落ヘリポート整備 ８，０００千円

孤立可能性集落資機材整備補助 １，０００千円

財源 

県補助金 ３，７５０千円

市の税金等負担分 ５，２５０千円

 

担当課 消防本部 防災対策課  電話 ０５３６－２２－４８０４ 

メールアドレス bosai@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－３－１ 

新 規 
防災ボランティア活動事業 

平成２４年度事業費 

４３９千円

災害に強いまちづくりを進めます。 

 大規模災害時において重要な役割を担うボランティア支援本部の円滑な設置、運営 

を図るため、防災ボランティアコーディネーターを養成します。 

 

                     平成２４年度計画 

防災ボランティアコーディネーター 

養成講座（募集予定人数３０名） 

 

 

 

 

 

 
 （昨年度の防災ボランティア支援本部立ち上げ訓練） 

 

主な経費 

ボランティアコーディネーター講座開催経費 １３７千円

その他経費 ３０２千円

財源 

市の税金等負担分 ４３９千円

 

担当課 消防本部 防災対策課  電話 ０５３６－２２－４８０４ 

メールアドレス bosai@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－３－１ 

新 規 
東三河防災体制共同推進事業 

平成２４年度事業費 

２，６０８千円

災害に強いまちづくりを進めます。 

  東三河８市町村による「東三河広域情報システム研究会」の検討結果により、被

災地支援管理のための防災情報システムを一斉導入し、大規模災害発生時に迅速な対

応が必要とされる罹災証明、家屋被害証明の発行や義援金、生活支援金貸付の管理を

行います。 

また、東三河５市及び豊橋技術科学大学で構成する「東三河地域防災研究協議会」

において、地域に密着した防災対策や技術の研究を行います。 
 

被災者支援システムのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成２４年度計画 

・東三河地域防災研究協議会調査テーマ 

 「土砂災害危険度判定手法の開発」 

 

 

主な経費 

被災者支援システム導入経費 ２，２５９千円

東三河地域防災研究協議会負担金 ３４９千円

財源 

市の税金等負担分 ２，６０８千円

 

担当課 消防本部 防災対策課  電話 ０５３６－２２－４８０４ 

メールアドレス bosai@city.shinshiro.lg.jp 

被災状況を入力 

 

罹
災
災
証
明
書

の
発
行 

 

緊
急
物
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管
理 

 

仮
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宅
の 

入
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続
き
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金
な
ど
の 

支
給 

被災者台帳 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－３－１ 

継 続 
消防車両整備事業 

平成２４年度事業費 

１９９，４０２千円

消防車両の更新整備を行ないます。 

  

 屈折はしご付消防ポンプ自動車

（２０m 級）、消防ポンプ自動車及

び高規格救急自動車を更新します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な経費 

はしご車、消防ポンプ自動車、高規格救急車購入費 １９９，０００千円

その他経費 ４０２千円

財源 

市債 １８２，２００千円

広域消防事務費負担金 ５，０９４千円

市の税金等負担分 １２，１０８千円

 

担当課 消防本部 消防総務課  電話 ０５３６－２２－４８０１ 

メールアドレス soumu-shomu@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－３－１ 

継 続 
消防団車両整備事業 

平成２４年度事業費 

６２，２０７千円

消防団車両の更新整備を行ないます。 

 非常備消防体制の充実強化を図り、効 

率的な出動体制を構築すると共に、消 

防団車両の安全性を考慮し、更新計画 

により、老朽化したものから順に更新整 

備をします。 

また、小型動力ポンプ付積載車を新城

分団第３班、東郷分団第１班、東郷分団 

第４班へ、ポンプ自動車を千郷分団第２ 

班、作手中分団第１班に配備します。 

 

 

 

主な経費 

小型動力ポンプ付積載車 （ＡＴ・２Ｗ）  ３台  

新城分団第３班   東郷分団第１班   東郷分団第４班 
２３，１３３千円

ポンプ自動車 ２台 （ＡＴ・２Ｗ）、（ＡＴ・４Ｗ）  

千郷分団第２班   作手中分団第１班 
３８，６７２千円

その他経費 ４０２千円

財源 

県補助金 １４，４１９千円

市債 ３８，９００千円

市の税金等負担分 ８，８８８千円

 

担当課 消防本部 消防総務課  電話 ０５３６－２２－４８０３ 

メールアドレス soumu-shoubou@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ４（環境首都創造）－１－１  

新 規 
新城自然誌発行事業 

平成２４年度事業費 

１，８００千円

新城の自然誌発行に向けて執筆をします。 

 合併直後から推進してきている

自然環境基礎調査の内容を踏まえ、

新生新城市の自然の実態をまとめ

た「新城の自然誌」の発行を計画し

ています。 

博物館開館 50 周年にあたる平成

25 年から市政 10 周年の平成 27

年の 3 ヶ年にかけて、動物編、地学

編、植物編として発行していきます。 

 

主な経費 

執筆料 １，８００千円

財源 

市の税金等負担分 １，８００千円

 

 

 

担当課 教育部文化課(鳳来寺山自然科学博物館) 電話 ０５３６－３５－１００１ 

メールアドレス hri-hakubutukan1@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ４（環境首都創造）－１－３ 

拡 充 
エコオフィス推進事業 

平成２４年度事業費 

９，１７５千円

クリーンエネルギーを利用するシステム導入を支援します。  

 

温暖化問題は、地球環境にとって非常に重要な 

課題です。 

日本も、全ての主要国による公平かつ実効性の 

ある国際的枠組みの構築や目標の合意を前提とし 

て、２０２０年までに１９９０年比で２５％の温 

室効果ガスの削減を掲げ、低炭素社会の実現を目 

指すこととしています。 

市ではこうした目標を後押しする事業のひとつ 

として、地球環境にやさしいクリーンエネルギー 

を使ったシステム（住宅用太陽光発電システム及び住宅用太陽熱高度利用システム）

を設置される市民の方に設置費の一部を補助します。補助額は、太陽光発電の場合、

最大出力１kW あたり１６千円、上限６４千円で、補助予算額は、７，６８０千円（平

成２３年度６０件→平成２４年度１２０件）です。太陽熱利用の場合は、集熱器面積

１㎡あたり１万円、上限５万円で、補助予算額は、８００千円（平成２３年度１０件

→平成２４年度１６件）です。 

この他にも、緑のカーテン事業、省エネコンテスト事業などを行います。 

 

主な経費 

住宅用新エネルギーシステム導入促進費補助金 ８，４８０千円

緑のカーテン事業 ７２千円

省エネコンテスト事業 ５５３千円

その他事務経費 ７０千円

財源 

県の補助金 １，９２０千円

市の税金等負担分 ７，２５５千円

 

担当課 環境部 環境課  電話 ０５３６－２３－７６７７ 

メールアドレス kankyou@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： ４（環境首都創造）－１－３ 

拡 充 
エコイノベーション推進事業 

平成２４年度事業費 

２，１４０千円

小水力発電事業の可能性について、調査を行います！ 

持続可能な社会の構築には、環境・経済・社会的公正がバランス良く成り立ってい

くことが不可欠です。そのために再生可能エネルギー導入によるエネルギー・セキュ

リティの確保、グリーンニューディール施策としての展開などの可能性について検討

していきます。平成２４年度は、小水力発電事業の可能性について、調査を行います。 

また、環境首都コンテストで交流が生まれた飯田市、多治見市、安城市、掛川市な

どと更なるステップアップを目指した共同プロジェクトなどについても研究してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な経費 

社会提案調査に関する講師謝礼（報償費） ５０千円

社会提案に関する情報収集（旅費） ７２千円

小水力発電に関する調査委託 ２，０００千円

その他事務経費 １８千円

財源 

市の税金等負担分 ２，１４０千円

 

担当課 環境部 環境課環境政策推進室  電話 ０５３６－２３－７６９０ 

メールアドレス e-seisaku@city.shinshiro.lg.jp 

再生可能エネルギーの利活用 
参考：小水力発電施設（岐阜県恵那市）

再生可能エネルギーの可能性調査
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総合計画： １１（財政ビジョン）－1－1 

新 規 
コンビニ収納事業 

平成２４年度事業費 

１４，３５９千円

納税者の利便性に配慮した納付方法の準備作業に努めます。 

 税務課では、市民生活の多様化に対応した納付方法の一つである「コンビニ収納」 

を平成２５年度からスタートします。導入を予定している税目は、市県民税、固定資 

産税・都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税の４税目です。 

平成２４年度は、各種のシステム改修や帳票の様式変更等を行い、平成２５年度の 

開始に向けた準備作業を行います。 

 

 

主な経費 

システム改修委託料 １４，３５９千円

財源 

市の税金等負担分 １４，３５９千円

 

担当課 総務部 税務課  電話 ０５３６－２３－７６７９ 

メールアドレス zeimu@city.shinshiro.lg.jp 
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総合計画： １１（財政ビジョン）－１－１ 

継 続 
宅地販売促進事業 

平成２４年度事業費 

５５，３００千円

作手高原の宅地を販売します。 

 作手地区ですすめられてきた定住施策を継

承し、若者を中心とした人口の増加を図るた

め、「長者平団地」２２区画の宅地を販売し

ています。 

平成２４年度は新たに子どもをもつ家族と

若い夫婦を応援するため、定住促進奨励金（１

世帯１，０００千円）を交付します。 

 

主な経費 

一般管理費 ６，４８４千円

奨励金 ２，０００千円

公債費 ４６，８１６千円

財源 

宅地分譲収入 ２０，０００千円

その他収入 ３５，３００千円

 

担当課 作手総合支所 作手地域振興課  電話 ０５３６－３７－２２５９ 

メールアドレス tkd-shinko@city.shinshiro.lg.jp 
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【平成２３年度追加補正予算予定事業】 

 

総合計画： ２（自立創造）－４－２ 

継 続 
新城小学校屋内運動場改築事業 

予定事業費 

５０９，６７７千円

耐震診断の結果を踏まえ耐震化を進めます。 

新城小学校の屋内運動場は、昭和１０年に建

築されＩｓ値（構造耐震指標）が、耐震化の必

要な 0.7 未満で耐震基準に満たないため改築工

事を行います。 

新しい屋内運動場は、体育施設としての機能

だけでなく、防災面から避難所としての機能を

考慮して、土壌蓄熱暖房、多目的トイレやマン

ホールトイレを取り入れます。 

 建築に際しては、高効率省エネタイプの照明器具を採用し、内装材・下地材には地

域材を利用する計画です。 

 

【施設の概要】 

 ○構造   ＲＣ造一部Ｓ造 平屋建 

 ○予定面積 1,315.77 ㎡（現有面積 889 ㎡） 

 

 

予定事業費 

屋内運動場整備費 ５０９，６７７千円

予定財源 

国庫補助金 ５１，５３２千円

市債 ４４８，４００千円

市の税金等負担分 ９，７４５千円

 

 

担当課 教育部 教育総務課  電話 ０５３６－２３－７６５１    

メールアドレス shinky@city.shinshiro.lg.jp 
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【平成２３年度追加補正予算予定事業】 

 

総合計画： ２（自立創造）－４－２ 

継 続 
新城小学校北校舎屋上等改修事業 

予定事業費 

８０，０００千円

新城小学校北校舎の整備を行います。 

 新城小学校北校舎の屋上笠木部分の崩落が心

配されるため崩落防止工事を行って危険箇所を

除去し安全対策を講じます。また、併せて雨漏り

があるため屋上防水工事を行って校舎を整備し

ます。 

 

 

 

（新城小学校北校舎） 

 

 

予定事業費 

校舎整備費（危険改修・防水工事） ８０，０００千円

予定財源 

国庫補助金 １６，０００千円

市債 ３２，０００千円

市の税金等負担分 ３２，０００千円

 

担当課 教育部 教育総務課  電話 ０５３６－２３－７６５１    

メールアドレス shinky@city.shinshiro.lg.jp 
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【平成２３年度追加補正予算予定事業】 

 

総合計画： ３（安全・安心のくらし創造）－１－１ 

継 続 
消防救急無線デジタル化整備事業 

予定事業費 

７６４，３０１千円

消防救急無線のデジタル化整備を行います。 

 電波の有効利用を図るため電波法関係審査基準が改正され、消防救急無線は、平成

２８年５月３１日までに、これまで使用してきた１５０ＭＨｚ帯アナログ無線から２

６０ＭＨｚ帯デジタル無線に移行する必要があります。 

 これに対応するため、消防救急無線のデジタル化整備を東三河地区５市共同（整備

主体は豊橋市）で実施し、消防の広域的活動への対応と整備・運営費用の低廉化を図

ります。 

 

【事業実施スケジュール】 

 ２３年度 電波伝搬調査（東三河全域調査）、基本設計 

 ２４年度 通信機器整備 

 ２５年度 デジタル化した消防無線の運用開始 

 

【事業の概要】 

 総事業費 ２６億４６３１万２千円 

 （うち新城市分事業費 ８億１０９４万８百円） 

 国庫補助金（全体） １億３８１３万円 

 （うち国庫補助新城市分相当 ４６６４万円） 

 新城市負担額 ７億６４３０万８百円 

 

 

 

予定事業費 

消防救急デジタル無線設備整備負担金 ７６４，３０１千円

予定財源 

市債 ７６４，２００千円

デジタル消防救急無線業務負担金 ５２千円

市の税金等負担分 ４９千円

 

担当課 消防本部 消防総務課  電話 ０５３６－２２－４８０１ 

メールアドレス soumu-shomu@city.shinshiro.lg.jp 
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